
充実した２学期にするために～３つの願い～（始業式の式辞より）
学校長 伴 敦夫

１つ目は，「笑顔・感動・思いやり」のレベルアップを図ることです。
355人の仲間全員が，気持ちよく笑顔で学校生活を送ることができるようにするために，相手に

嫌な思いをさせるような悪ふざけも含めた「いじめ」にあたる行為を絶対に行わない，許さないで
ほしいと思います。

また，創立70周年を意識した体育祭や合唱コンクールなどの行事を協力して創り上げていく中で，
多くの感動を味わうとともに，学校の過去を知り，今ここで学校生活を送ることの意義を考え, 学
校の未来やここで今後学ぶ後輩のために，自分たちの思いを「魂」として残していってほしいと願
っています。

先輩や地域の方から「元気なあいさつができる生徒が少ない。」との意見やお叱りをいただいる
状況は，皆さんの意識，心の持ちようで改善できるはずです。「相手よりも先に」，「これまでより
も大きな声で」を意識したあいさつを心掛け，一中生の姿が変わってきていることをいろいろな場
面でアピールしてほしいと思います。

２つ目は，学力の向上に努めることです。
学習に励むことは中学生の本分であり，皆さんは毎日の授業を大切にするとともに家庭学習を充

実させることで，確かな学力を身に付けなければなりません。部活動も，スポーツや文化に親しむ
ことによって得た力を学習意欲の向上等に結び付けることに目的があります。そうして身に付けた
学力は，自らの進路を切り拓く力にもつながります。

先日，学力向上について研究されている文部科学省の調査官の方から，学力向上のポイントは，
「あいさつ」，「授業中私語がないこと」，「先生方の熱意」だというお話をお伺いいたしました。

積極的にきちんと「あいさつ」しようとする規律ある気
持ちや態度は，進んで学習しようとする気持ちにつながる
もので，見過ごしてはいけないポイントであり，事実あい
さつのよくできる学校で学力の低い学校はないそうです。

「授業中私語がないこと」は，授業への集中が高いこと
を表しており，授業への集中が高ければ高いほど確かな学
力の定着に結びつくということでした。

「先生方の熱意」ですが，先生方は，今後も，皆さんが
わかった，できたということを実感できる授業をめざして
工夫・改善に取り組んでまいります。また，皆さん一人一
人に丁寧に声を掛け，支援し，励ますように努めていきた
いと思います。もしわからないことがあったらそのままに
せず，必ず質問して明らかにしていってください。 ８月29日 避難訓練 「地震だ！もぐれ！」

３つ目は，夏休み前にもお伝えした「若い時に流さなかった汗は，歳を取ってから涙となって流
れる。」という言葉を思い出して，成績が伸びない，部活動でよい結果が出ないといった悩みや苦
しみを，地道に努力することで乗り超えていってほしいということです。努力したことが確実に成
果につながるようにするためには，先生やお家の方から，適切なアドバイスを受けて取り組むこと
が大切です。決して楽な方へ逃げることなく，中学生の今しかできない努力を続けることで，壁を
乗り越えていってください。

開校から70年目の２学期の始業式に臨む皆さんの態度は，「一中」という名前に恥じない素晴ら
しい態度で，大変うれしく感じています。この一中生としての誇れる姿を今後も続け，後輩たちに
確実につないでいってほしいと思います。

２学期の行事予定
創立70周年を迎える水戸一中① 9／ 9(土) 体育祭

9／11(月) 振替休業日（体育祭）昭和23年（1948年）３月26日，新学区制に
より，新荘，常磐の両小学校に併設されてい 9／26(火)～9／28(木) 市新人戦
た両中学校が合併し，水戸市立第一中学校と 10／16(月) 振替休業日（PTA バザー）
して創設されました。生徒611名，職員26名。 10／18(水) 中間テスト
校舎は，旧37部隊兵舎を一部改造し仮校舎と 10／21(土) 授業参観・PTA バザー
して使用されました。 10／28(土) 日の縦祭合唱コンクール
「一中」という名前を今の一中にするか二 10／30(月) 振替休業日（合唱コンクール）

中にするか市で決めかねていましたが，４月 11／ 7(火) 県学力診断テスト(３年）
にここが一中と決まった時，「やった。一中を 花と語るつどい（１年）
とってきたぞ。」と，初代：大畠校長が仮校舎 11／22(水) 期末テスト（７教科）
に急ぎ足で駆け込むなり，大きく手をあげ歓 12／ 5(火) 授業参観・保護者会
喜の声をあげたということです。 12／25(月) 終業式
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